
令和６年度 音楽科授業改善推進プラン 

大田区立北糀谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・音の高低や違いに気付く耳が育ってきている。発声に気を付けて歌うことができる。（知技） 

 ・音楽のよさや感じ取ったことを基に、どのように演奏するかについて思いや意図をもつことができる。（思判表） 

 ・グループやペア活動では、主体的に取り組もうとする態度が身に付いてきている。（態） 

（２） 課題 

 ・音符や楽譜に親しみ、学年に応じた読譜・記譜力を身に付けて、音楽表現に生かすこと。（知技） 

 ・音楽を特徴付けている要素と関連付け、どのように表現するかについて思いや意図をもち、豊かな演奏表現に

つなげること。（思判表） 

 ・友達と互いのよさを取り入れながら、音楽活動に主体的・協働的に取り組むこと。（態） 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・音の高さに気を付けながら歌った

り、友達の歌声に耳を澄ましたり

する活動を取り入れ、正しい音程

で歌えるよう導く。 

・思いに合った、演奏に必要な器楽

の技能を身に付けるために、段階

を踏んで指導する。 

・鍵盤ハーモニカ演奏について、必

要に応じて個別指導を行う。 

・音楽に合わせて体を動かす活動を

取り入れて、楽しみながら行う中

で、思いをもって歌ったり演奏し

たりできるよう指導する。 

・ICTを活用して、リズムや旋律を

つくる活動を取り入れ、楽しみな

がら、思考して音楽づくりができ

るよう指導する。 

・グループやペア活動、ドラムサー

クルの活動を取り入れて、友達と

関わりながら主体的・協働的に音

楽活動に関わろうとする態度を

育てる。 

 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自然で無理のない、明るい声で歌

えるよう、いろいろな歌を楽しく

歌う中で発声指導を行う。 

・思いに合った、演奏に必要な器楽

の技能を身に付けるために、グル

ープ活動を取り入れて指導する。 

・器楽演奏、歌唱について、必要に

応じて個別指導を行う。 

・読譜力を養いながら音楽活動を行

い、音の高さやリズムについて、

実感を伴った理解につなげて表

現の工夫に生かす。 

・ＩＣＴを活用して、音楽の要素を

聴き取り、グループで曲の特徴に

合った演奏を工夫したり、音楽を

つくったりできるよう指導する。 

・打楽器のリズムを即興的に演奏す

る、ドラムサークルの活動を通し

て、拍感や音楽性を養うと共に、

他者の演奏や歌声を聴き、自己を

尊重する態度を養う。 

 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自然で無理のない、響きのある声

で歌えるよう、頭声発声や胸声発

声の指導を取り入れ、同声二部合

唱を行う。 

・音楽を特徴づけている要素と関連

付けて聴いたり、感じ取ったりし

たことを、豊かな演奏表現に生か

すことができるよう、演奏技能の

向上を図る。 

・器楽演奏、歌唱指導について、必

要に応じて個別指導を行う。 

・学年に応じた読譜・記譜力を身に

付けて、演奏表現に取り入れて生

かすよう指導する。 

・ＩＣＴを効果的に活用して、音楽

づくりの活動を行う。思考したり

工夫したりして音楽をつくりだ

す喜びを味わうことができるよ

う指導する。 

 

・活動形態を工夫したり、ＩＣＴを

活用したりして、友達同士教え合

い、励まし合いながら、主体的・

協働的に演奏に取り組めるよう

指導する。 

・互いに聴き合ったり発表したりす

る活動を設け、自他を尊重する態

度を養う。 

 

 


